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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 中野　英男様～日赤病院での右上腕骨頸部骨折の治療を終えた為10/27 15時過ぎ入院予定で　　　　　　　
　　　　　　　す。

· 中野渡　鉄男様～10/26内科診察にてシンラック液１本処方となっています。排便状態の観察
　　　　　　　　をこまめに行なっていきましょう。

· 榊　由造様～点滴が10/31まで継続処方となっています。

· 阿部　チヨ様～10/26～アスパラＫ散、マックメット３×１以後定期薬が処方となっています。

　　　　　　　　また、試供品のハーモニックＦですが、10/30(日)で切れますが、10/29(土)までにハーモニックＦが届かない場合は、他のＤｒよりエンシュアリキッド5本(2-1-2)処方して頂いてください。

・　佐藤　優一様～本日、主治医と問診されています。血圧値(起立時、臥床時、座位時)のテストを10/31(月)までに行なって下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様～昨日、午前25分、午後30分間の退室が出来ています。衝動行為はありませ

ん。「個室に入っているのは苦痛」と話されていますが、「他者に暴力を振るったから個室に入っている」と隔離になった理由について話されています。

　　　　　　　　　本日、入浴されていますが比較的スムーズに行なわれており、歩行時のふらつきも目立ちません。退室時「色々な話が出来て良かった」と話されています。表情にゆとりが見られえます。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

退室時間が延びてきている事は評価をしていきましょう。但し、引き続き、衝動行為による事故

が無い様2人以上で介入し、退室時には、評価すると共に退室の目的について繰り返し説明する

事も必要となります。確認状態を見計らい「神についてきになるか。又、気になる人がいるか」

等病状に関わる事を意図的に聞き、アプローチしていきましょう。ふらつきについて気になると

話されています。起き上がる際、転倒による事故が無い様介入していきましょう。

＜新入院患者様について＞

· 佐藤　優一様～年齢　40歳　　病名　抑鬱状態・薬物乱用　　　　

休養目的として入院されています。

対応について→薬物依存症については、スタッフがどう関わりを持ち、本人がやめたいと言う気持ちを確立していけるかが大切です。本人が不調を訴えてきた場合には、バイタルサイン測定し、今の状態について説明していくようにして下さい。また、個室利用にあたり無理に退室させず自室にてゆっくり休んで頂きましょう。看護側では、積極的に訪室し本人の状態を観察しながら心理面や状態の変化を見落とさないよう関わりを持っていきましょう。

＜要注目患者様について＞

· 成田　峻様～10/26(水)より疾病教室が導入していますが、休まず参加されています。病名に
　　　　　　ついて、自ら、「統合失調症です。幻聴等があって苦しかった」と話されていま
　　　　　　す。また、「妄想って何ですか」と、質問されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

「急に走り出したり、怖いと言われる事があったが、覚えていますか」と質問し、「覚えています」

と話されています。入院期間での体験を振り返って頂く様な関わりをしていきましょう。

＜服薬管理について＞

・清川　厚子様～10/24夕～臨時薬9日分処方となっています。（10/24～11/2ヒルまで）以後、　　　定期となっていました。

25日、上野NSが定期薬セット時に11/1夕の臨時薬がない事を発見している。24日、セット時、服薬時には確認しおこなった。薬包確認しようとするもすでに捨ててしまっており、原因がはっきりしない状況です。主治医、看護課長、院長へは報告しています。

↓

○対策（昨日と同じ内容も合わせて本日のスタッフと確認及び意見の交換を行なっています。）

・薬包入れは一週間とっておき火曜日準夜帯で薬セットが終わったら捨てるようにしていきます。薬包入れがいっぱいになった場合には日付を記載し、東A隔離室鉄格子側の所にダンボールを置いていますのでその中に入れて置くようにして下さい。

・臨時薬セット時には、薬包に日付けを書いてセットをする。

・セット時は二重確認し、他のスタッフも一緒に確認をする。

・時間に追われ慌てず確実に処理していく。

・医師の診察介助時は臨時薬の処方患者様を優先にするなど工夫をすると処方箋の処理にはゆとりがもてるのでは。

・自分の行なっている一つ一つの行動には、責任をもっていきましょう。

                   又、臨時薬の処方が出た時はきちんと薬局のスタッフへ処方箋を確認し

薬を受け取る際も、薬局のスタッフと確認し、病棟へ持ってきましょう。













